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子ども一人ひとりから教わったこと 

 

所長 丹 清 

 

２０２２年がもうすぐ終わろうとしている今、この１年を振り返っています。 

２月下旬、当施設で初めて、子どもや職員が新型コロナに感染しました。深夜まで待っても来

ないＰＣＲ検査期間からのメール、「もうだめかな」と心の準備をして寝ました。そして、早朝に

届いた検査期間からの「陽性」のメールを見て、気合を入れ直した感覚を今でも覚えています。

それ以降、３月、５月、７月、８月、１１月、１２月と断続的に感染が発生し、この１年間で子

どもは延べ２７名、職員は延べ１３名の感染がありました。しかし幸いに、重症化や後遺症はな

く済んでいます。ワクチン接種のために奔走して下さった児童相談所の職員さんのお陰です。 

これまでに感染した子は、生活区域を離れての不自由な生活でありながら、協力的に過ごして

くれました。本当にありがとう。 

その時々に感染していない子は、早期発見のために頻繁に行なった抗原検査やＰＣＲ検査に協

力してくれました。本当にありがとう。 

先日のある職員会議では、日常の生活で子ども同士が協力し合っている様子の報告が、入職２

年目の職員からありました。私は、子ども一人ひとりのこうした様子をきちんと感じ取って会議

で報告してもらえて、とてもうれしかったです。 

確かに新型コロナで大変だった１年でしたが、そこから私達職員が学べたことがたくさんあり

ました。私達は子ども一人ひとりを支援しているようで、実は、よりよく生きるために大切なこ

とを、子ども一人ひとりに教わっているのではないかと。 

 応援して下さった全ての皆様、今年もありがとうございました。来年もよろしくお願いいたし

ます。 

 
 

 

 

http://kodomo.chusinkai.net/
mailto:kodomonoie@chusinkai.jp


～2～ 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

１１月１２日（土）、田名にあるふれあい交流農園のお芋ほりに招待されました。 

当日は天気に恵まれ、元気よく出発！農園まで歩いていくのも、ピクニック気分で楽しみました。 

畑ではボランティアの皆様のお話を聞き、芋ほり開始。子どもたちはそれぞれ一生懸命に土を掘っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里芋もあり、葉の大きさにびっくり！葉っぱの傘はトトロの気分が味わえました。 

最後は採れたてのお芋で焼き芋をしていただき、みんなでお芋を食べました。 

とても黄色いお芋は、見た目の通りとても甘く、 

ホクホクしていて美味しかったです。 

心もなんだかほくほくした一日でした。 

 

  

中心子どもの家では、１１月末から新型コロナ感染症の 

陽性者が続けて発生しました。ようやくひと段落したかな 

という頃には、すでにクリスマス１週間前… 

クリスマスツリーの準備ができていない！！ 

 

慌てて準備を始めると、ちょうど幼稚園から帰ってきた 

子どもたちが手伝ってくれました。 

「これ、すぐ落ちちゃう」とツリーに飾りをつけるのに 

苦戦しながらも、最後までちゃんと仕上げてくれました。 

 

クリスマスの準備 
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この２年程のコロナ禍では、遠出はほぼできず、施設全体の行事も中止や規模を縮小し、３密を避けた形

で実施してきました。秋を迎え、ようやく少し感染状況が落ち着いてきた頃、外出行事の計画の話が出まし

た。いろいろな案が出ましたが、八景島シーパラダイスに行くことに決め、１１月１９日（土）にみんなでバ

スに乗って行ってきました。 

感染症に備えたグッズの用意や楽しい思い出となるようにどのように行動するとよいかなどを考えたり、

それぞれに乗りたい物や行きたいところ、買いたいものを絞り、なるべく無駄なく動けるように下調べをし

たりして準備を進めてきました。前日までに外出のしおりを作成し、それを用いて、注意事項や当日の流れ

の読み合わせをし、動きの確認を行いました。 

迎えた当日は良い天気で、体調不良者もなく予定通り実施ができました。子どもも職員も笑顔が多く、楽

しい一日となりました。 

 

園内では少人数のグループに分かれて行動

しました。グループによっては、子どももカ

メラを持ち、思い出の写真を撮ってきました。 

職員だけでなく、子どもたちの撮影した写

真も合わせてご覧ください。 
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ご寄附お礼 

【２０２２年７月～９月】  

北崎 亜唯斗 様、須賀 一雄 様、NPO SPC ﾈｯﾄﾜｰｸ 様、岡本 貴弘 様、長谷川貴美子 様、

ＮＰＯ法人ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ研究会 様、橋本 茂美 様、りつの本医院 院長 立之 英世 様、㈱

ｻﾞ･ｼﾃｨ相模大野店 様、佐伯 元光 様、相模原中央地区更生保護女性会 様、株式会社 イ

ンタージャンク 代表取締役 佐藤 善彦 様、山本 隆 様、鳥谷 明・玲子 様、株式会社 ﾂ

ﾑｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 様、大河原 京子 様、㈱NEXT IMPACT 様、丸福工業株式会社 様、山岸 敏子 

様、ﾏﾙﾊﾝ橋本台店 様、小川 旬子 様、会田 吉美 様、中里園芸 中里 信夫 様、一般社団

法人  神奈川県養豚協会 様、和田 庄太郎 様、ﾏﾙﾊﾝ相模原店 様、株式会社 ﾁｭﾁｭｱﾝﾅ 1%ｸﾗ

ﾌﾞ 様、岩波 敏之 様、内藤 為仁 様、匿名１名 様 

 

熱いご支援ありがとうございました。 

 

出前講座のご案内～里親制度について、学んでみませんか？ 

 

２０２２年１０月１日（土）より 

相模原市より受託し、社会福祉法人中心会が里親養育包括支援事業を開始しました。 

業務の一つに「出前講座」という里親制度について学べる機会があります。 

   

里親制度について、学んでみませんか？ 

 ご指定の場所に伺って、里親制度等の説明を致します。 

 研修会、勉強会等の機会にご活用下さい！ 

   

 ◆時 間  60 分～90 分程度（応相談） 

 ◆日 時  ご相談の上決定 

◆説明者  里親養育包括支援センター職員 

 ◆場 所  ご指定の場所（相模原市内） 

 ◆費 用  無料 （ただし、会場料・設備使用料等は、ご依頼者負担でお願い致します。） 

 

より詳しい情報は、 相模原南児童ホーム  内山迄ご連絡下さい 046-251-5590  

 

≪10 月に実施した出前講座の様子≫ 


